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決算説明資料の掲載にあたり

この度の新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになられた方々およびご家族、

ご関係者におかれましては謹んでお悔やみ申し上げます。また、罹患され現在治療中の

方々には、心よりお見舞い申し上げます。

当社は、第４四半期決算発表後に機関投資家様、アナリスト様向けの決算説明会を

例年開催しておりますが、今回の新型コロナウイルス感染症拡大の状況を踏まえ、

参加者の皆様および当社関係者の健康と安全を第一に考慮した結果、決算説明会の

開催を中止し、決算説明資料の掲載で対応させていただくことといたしました。

決算説明会へのご参加をご予定いただいておりました皆様におかれましては、ご迷惑を

おかけし大変申し訳ございません。

今後もＩＲ活動の充実に努めてまいりますので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し

上げます。



.
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Ⅰ. 2020年３月期決算の概況
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個別受注高 ３,８０２億円
（前期比 △11.1%）

決算の概況

連結営業利益 ２４６億円

（億円）

連結売上高 ３,７８１億円
（前期比 ＋ 5.0%）

（億円）

（億円）

2020/３期2019/３期2018/３期

■ 完成工事高の増加

2020/３期2019/３期2018/３期

■土木事業は、前期に続き大型工事を受注
■建築事業は、官公庁と民間工事が前期から減少

■ 売上高の増加

連結営業利益率 ６.５ ％

（連結営業利益 前期比 ＋ 4.3%）
（連結営業利益率 前期比 △ 0.0P）

5.0％△4.5％

営業利益

営業利益率

2020/３期2019/３期2018/３期

4.3％

3,491

4,276

建築事業

土木事業
△11.1％

3,802

△33.7％
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【連結】経営成績

修正予想
（2020年2月12日） 実績

前期比 修正予想比

差異 差異

売上高 ３，５９９ ３,８２０ ３，７８１ ＋５．０％ △１．０％

売上総利益 ４５７ ４６２ ４７２ ＋３．１％ ＋２．２％

（売上総利益率） （１２．７％） （１２．１％） （１２．５％） （△０．２Ｐ） （＋０．４Ｐ）

販売費及び一般管理費 ２２０ ２２５ ２２５ ＋１．９％ ＋０．１％

営業利益 ２３６ ２３７ ２４６ ＋４．３％ ＋４．２％

（営業利益率） （６．６％） （６．２％） （６．５％） （△０．０Ｐ） （＋０．３Ｐ）

経常利益 ２２４ ２３２ ２３９ ＋６．６％ ＋３．４％

８８ １５６ １６８ ＋８９．６％ ＋７．７％

(単位：億円、単位未満切捨) 

実績

2020年３月期2019年３月期

親会社株主に帰属する
当期純利益

5

・当期純利益は、前期の火災に伴う特別損失計上の反動増



【連結】貸借対照表

※ Ｄ/Ｅレシオ：有利子負債／自己資本（純資産－新株予約権－非支配株主持分）

(単位：億円、単位未満切捨) 

前期末
2019年３月31日

①

当期末
2020年３月31日

②

増減

②－①

流動資産 ２，８６１ ２，７７５ △８５

固定資産 ６３５ ６２１ △１３

資産合計 ３，４９６ ３，３９７ △９８

流動負債 １，９１９ １，７９３ △１２５

固定負債 ２４０ ２３４ △５

負債合計 ２，１５９ ２，０２８ △１３１

純資産 １，３３６ １，３６９ ＋３２

負債純資産合計 ３，４９６ ３，３９７ △９８

有利子負債（億円） ２９２ ２７１ △２１

Ｄ／Ｅレシオ※（倍） ０．２２ ０．２０ △０．０２

自己資本比率（％） ３８．０ ４０．０ ＋２．１Ｐ

・利益剰余金増加（+107）
・自己株式の増加（△50）
・その他有価証券評価差額金減少
（△26）

・支払手形・工事未払金等増加（+63）
・短期借入金減少（△17）
・未払法人税等増加（+23）
・未成工事受入減少（△151）
・工事損失引当金減少（△7）
・火災損害等損失引当金減少（△10）
・預り金減少（△31）

6

・現金預金減少（△173）
・受取手形・完成工事未収入金等増
加 （+189）
・未成工事支出金減少（△28）
・その他流動資産減少（△50）
・投資有価証券減少（△37）
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Ⅱ. 2020年３月期決算の詳細



【個別】完成工事高・完成工事総利益

修正予想
（2020年2月12日）

実績
前期比 修正予想比

差異 差異

完成工事高 ３２７，６４９ ３５０，０００ ３５１，５２７ ＋７．３％ ＋０．４％

土木工事 １１８，７９０ １２２，０００ １２４，３１４ ＋４．６％ ＋１．９％

建築工事 ２０８，８５８ ２２８，０００ ２２７，２１３ ＋８．８％ △０．３％

完成工事総利益 ４２，３６３ ４２，５００ ４３，１７４ ＋１．９％ ＋１．６％

（完成工事総利益率） （１２．９％） （１２．１％） （１２．３％） （△０．６Ｐ） （＋０．１Ｐ）

土木工事 ２４，０８３ ２１，５００ ２１，９６０ △８．８％ ＋２．１％

（２０．３％） （１７．６％） （１７．７％） （△２．６Ｐ） （＋０．０Ｐ）

建築工事 １８，２７９ ２１，０００ ２１，２１４ ＋１６．１％ ＋１．０％

（８．８％） （９．２％） （９．３％） （＋０．６Ｐ） （＋０．１Ｐ）

(単位：百万円、単位未満切捨) 

実績

2020年３月期
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・完成工事高は、土木・建築とも国内大型工事の進捗により増収
・完成工事総利益は、完成工事高の増加等により増益

2019年３月期



【個別】受注高

修正予想
（2020年2月12日）

実績
前期比 修正予想比

差異 差異

受 注 高 ４２７，６５１ ３８０，０００ ３８０，２８１ △１１．１％ ＋０．１％

土木工事 １９２，１７８ １８０，０００ １９３，５７５ ＋０．７％ ＋７．５％

国 内 １７８，４６０ １６１，５００ １７５，７２７ △１．５％ ＋８．８％

海 外 １３，７１７ １８，５００ １７，８４７ ＋３０．１％ △３．５％

建築工事 ２３５，４７３ ２００，０００ １８６，７０６ △２０．７％ △６．６％

国 内 ２１７，９９５ １８６，０００ １７２，２９３ △２１．０％ △７．４％

海 外 １７，４７８ １４，０００ １４，４１２ △１７．５％ ＋２．９％

(単位：百万円、単位未満切捨) 

実績

2020年３月期2019年３月期
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・土木工事の受注高は、大型工事受注により合併(FY2013)以降の最高額
・建築工事の受注高は、官公庁と民間工事が前期から減少
※種類別受注高は、「ＦＡＣＴ ＢＯＯＫ ２０２０」をご参照下さい。



繰 越 高 ５１８，２３２ ５４６，６９８ ＋２８，４６６ ＋５．５％

土木工事 ２９４，９１４ ３６４，１１９ ＋６９，２０５ ＋２３．５％

国 内 ２７８，３５５ ３３９，５１２ ＋６１，１５７ ＋２２．０％

海 外 １６，５５８ ２４，６０７ ＋８，０４８ ＋４８．６％

建築工事 ２２３，３１８ １８２，５７８ △４０，７３９ △１８．２％

国 内 ２１０，０４６ １７１，４８９ △３８，５５６ △１８．４％

海 外 １３，２７１ １１，０８９ △２，１８２ △１６．４％

(単位：百万円、単位未満切捨) 

当期末
2020年３月31日

前期末
2019年３月31日

前期比差異

【個別】繰越高

前期増減
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・繰越高は、土木受注高の増加により合併(FY2013)以降の最高額
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配当額 配当性向

配当および自己株式取得の状況

１．年間配当金

中間配当 期末配当 合計

２０19年３月期
（実績） １５ 円 １５ 円 ３０ 円

２０20年３月期
（予定） １５ 円 １５ 円 ３０ 円

（円）

2017/３期
実績

2018/３期
実績

2019/３期
実績

2020/３期
（予定）

配当額・配当性向の推移

2016/３期
実績

11

（実績）

２．自己株式取得 (2020年2月12日取締役会決議)

・取得期間 2020年2月13日～2020年3月24日

（2020年6月30日まで予定したが上限額に到達）

・取得した株数 ６，７１６，６００株

・取得価額の総額 ４，９９９，９６６，２００円

2020年3月期総還元性向 ６４．９％

（中計目標 総還元性向３０％以上）
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Ⅲ. 新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応

および2021年３月期業績予想の未公表について
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新型コロナウイルス感染症拡大防止への対応

当社は、社長を本部長とする新型コロナウイルス感染症本社対策本部を設置し、感染拡
大防止に努めてまいりました。４月７日の政府の「緊急事態宣言」の発令以降も、防止対策
のさらなる徹底を図り、関係者の皆様および従業員とその家族の安全を最優先に考え、事
業継続を図っております。

今後も、政府・地方自治体・関係団体等の通達・ガイドラインを遵守し、引き続き感染拡大
防止への取り組みを進めてまいります。

全社 ・社長によるトップメッセージ発信
・政府通達等に則した社内への情報展開、感染時対応フロー等の明確化
・４月２４日～５月６日は、原則作業所および本社・支店を閉所する方針を展開

現場 ・感染症拡大防止に向けて、工事中断を発注者と協議
・続行の場合も、現場入場者の検温、手洗い、マスク着用、３密回避等の徹底
・現場でも交代勤務、短時間勤務等の出勤調整を実施
・作業員へマスク配付

内勤 ・在宅テレワークを基本とし、出社の場合も交代勤務や時差通勤等の出勤調整を実施
・つくば技術研究所をサテライトオフィスに活用。積算部門（約３０名）が業務継続
・新入社員研修はオンライン（eﾗｰﾆﾝｸﾞ）で実施。入社式に代わり、社長メッセージを
・動画配信
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新型コロナウイルス感染症拡大による影響(2020年5月13日時点）

受注 ・事業環境の先行きが不透明な中で受注予測が困難
・企業業績悪化による国内外の民間建設投資の見直し（延期含む）の動きを注視
✓オフィス需要動向に変化の兆し
✓期中受注・期中完工に直結するリニューアル工事への影響を精査

施工 ・緊急事態宣言に伴い、発注者との協議による工事中断が一部発生（国内）
・当社進出国にて、ロックダウン等による工事中断が発生

調達 ・中国からの住設機器の調達遅れは回復しつつあるが、ＰＣa工場用の鋼製型枠等、
・海外調達の一部遅延に伴う生産への影響の懸念
・海外工事も国外調達品の遅延や代替品の確保が難航

このような状況を踏まえ、2021年３月期の業績予想および配当予想につきましては、新型

コロナウイルス感染症拡大による影響を現段階において合理的に算定することが困難なた

め、未定としています。上記影響の見通しを含めて業績予想等の開示が可能となり次第、

速やかに公表いたします。
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最後に

当社は、2020年2月に、10年後の当社の目指す姿である「安藤ハザマVISION2030」
と、その実現に向けたファーストステージとなる「中期経営計画（2021.3期～2023.3
期）」（※）を策定し、各種施策への取り組みをスタートしました。事業ポートフォリオの
変革により、外部環境の変化に耐えうる強い収益基盤を構築することで、持続的な
成長と企業価値の向上を目指してまいります。
建設業界における経営環境は、ここまで堅調に推移してまいりましたが、足元では
感染症拡大の影響により国内外経済の先行き不透明感が強まっております。不確実
な時代だからこそ、中長期をしっかりと見据え、変化へ柔軟に対応しつつ、さらなる
成長に向けた取り組みを着実に展開することが、安藤ハザマの新たな価値を創造
していくために不可欠であると考えております。
また、安全と品質にこだわり続け、社会から信頼され、社会と共に成長するグループ
を目指して全社一丸となって社業に邁進してまいりますので、なお一層のご理解と
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
※2020年2月12日付リリース『「安藤ハザマＶＩＳＩＯＮ2030」および「中期経営計画（2021.3期～2023.3期）」の策定に関するお知らせ』をご参照下さい。

以 上



本資料はIRのためのスライド集であり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを

目的としたものではありません。

本資料は株式会社 安藤・間の事業および業界動向についての株式会社 安藤・間による

現在の予定、推定、見込みまたは予想に基づいた将来の展望についても言及しています。

これらの将来の展望に関する表明は、様々なリスクや不確実性を含んでおります。


